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曜日の自殺関連語の検索への影響の国際比較
要約
インターネット上で自殺関連語による検索が行われた
際に、検索連動型広告等を利用して自殺の危険の高い者
を援助資源に結びつげるといった試みが始まっている。
そのため、利用者の検索パターンを検討することは重要
なことである。そこで本研究では、自殺関連語の検索ボ
リュームに対する曜日の影響を検討した。 Google In-
sight for Searchから提供されている 2004-2009年の日
本・アメリカ・全世界における自殺関連語の検索ボ
リュームを曜日別に分析したところ、「うつ (depres-
sion) Jを除いた自殺に関する検索語の検索ボリュームは
週末に増加すること、特に日曜日に多くなるととが示唆
された。「うつJの検索ボリュームはそれ以外の検索語と
は異なり、本調査で対象とした全ての国・言語におりる
検索において月曜日が巌も多く、土曜日が最も少ないと
いう特徴を示した。こうした検索傾向は欧米の英語圏及
び日本において共通のものであった。
問題・目的
現在、日本では新たなメディアであるインターネット
の普及が進み、国民の4分の3以上が日常的にインター
ネットを利用するようになった。こうした社会状況の変
化に伴い新たに生じた自殺問題として、 2000年代前半に
おいてはインターネット上で知り合った見知らぬ者同士
が集団自殺をするいわゆるネット心中が注目された
(N aito， 2007)。また、 2000年代後半には硫化水素を利
用した自殺方法がウェプサイトを通じて広まったことに
よって群発自殺が発生するといった現象も起こっている
(小林・福島， 2008)。世界的に見ても、インターネット
普及の進む各国の研究者によってインターネットの自殺
誘発効果が指摘されている (Alao，Yolles， & Armenta， 
1999; Prior， 2004; Rajagopal， 2004; Schmidtke， Schal・
ler， & Kruse， 2003; Thompson， 2001)。
その一方で、インターネットは自殺の危険の高い者に
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とっての援助資源となっているという指摘も存在する。
自殺予防におけるインターネットの活用の具体例として
は、自殺念慮を抱いた利用者がウェプ・コミュニティを
構築し自助グループ的活動を行うものや (Eichenberg，
2008; Miller & Gergen， 1998 ;末木， 2009)、自殺や自
殺念慮を抱いた者への対応方法に関する心理教育を行う
試みなどがある (Seabury，2005 ;末木， 2010)。特に前
者においては、同じように自殺をしたがっている匿名の
人たちとやりとりすることがサポートとなり孤独感など
が減少する (Mehlum，2000 ;末木， 2009)、自殺方法に
ついて語ることで自殺衝動の高まりから開放される
(Fiedler， 2003)、自殺にまつわるスティグマ・タブーを
減らす (Winkel，2005)といった具体的な効果の指摘が
ある。
以上のように、インターネットは自殺を助長する効果
を持つ場合もあれば、予防する効果を持つ場合もある。
そのため、インターネットによる自殺の増加を防ぎ予防
を実施するためには、適切なウェプサイトに利用者をア
クセスさせることが重要となる。そして、その際に重要
となるのは検索エンジンであると考えられる。自殺に関
する情報提供を行うウェブサイトの運営状況を報告した
末木 (2010)は、サイト利用者の4分の3以上がロボッ
ト型検索エンジンを通じてサイトを訪問していることを
指摘している。そして、日本においては自殺に関する検
索語による検索エンジンの利用がなされた際に、検索結
果画面の目立つ位置に援助資源情報が記載されたホーム
ページへのリンクが表示されるといった取り組みがはじ
まっている。こうした活動を効果的に行うためには、自
殺の危険の高い者の検索エンジン利用のパターンを知る
ことが重要となる。
よく知られた自殺に関する人間の行動ノTターンのーっ
としては、曜日が自殺に与える影響が挙げられる。曜日
によって自殺者数が異なることは古くから研究されてき
たが、Massingand Angermeyer (1985)によるレビュー
によると、自殺者数は月曜日に最も多く土曜日に最も少
なくなるという研究が多いとされている。月曜日に自殺
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者数が増加するという傾向については最近の研究におい データ収集(日本)
ても一貫して支持される傾向である(Johnson， Brock， 日本における自殺関連語の検察ボリュームは、地域を
Gri閉めs，& Rooney， 2005; Zonda， Bozsonyi， Veres， 日本、対象期間を2004年1月から 2009年12月とし、「自
Lester， & Frank， 2008-2009)。 殺JrうつJr死にたいJr死Jr自殺方法Jの5つの語に
上述のような曜日の持つ既遂自殺への影響に加え、自 ついての全ての日の相対的検索度数のデータを収集し
殺関連語の検索ボリュームωと既遂自殺者数が相関を持 た。調査対象とした5つの検索用語は、日本にお砂る自
つことを考慮すると (McCarthy，2010; Sueki， 2011)、 殺に関連する検索語の内(末木， 2011)、検索ボリューム
曜日によって自殺に関する検索ボリュームも変化すると の大きさを勘案して決定した。
考えられる。そこで、本研究では自殺関連語の検索ボ 対象となった2004年から 2009年の313週のうち、「自
リュームに対する曜日の影響を検討した。こうした検索 殺」と「うつ」と「死」については十分な検索ポリュー
パターンを検討することは、検察連動型広告などを利用 ムがあり全ての自の結果が出力された。しかし、「死にた
して自殺に関する検索を行った者を援助資源に結びつげ い」は300週、「自殺方法jは119週のみしか出力されな
る確率を高めることに寄与する可能性があると考えられ かった。これらのデータを基に各検索語の平均及び標準
る。 偏差を算出し、:t3標準偏差以上平均から離れた値を外
なお、検討する園及び言語については、日本における れ値として除外した。さらに、ここから曜日の影響を検
日本語とアメリカにお砂る英語を選定した。これは、自 討するために一日以上公休日がある週も分析から除い
殺関連語の検索ボリュームと自殺関連語の相闘が確認さ た。公休日は国民の休日に関する法律に従って決定した。
れている園及び言語が上述の二組だからである (McCar- その結果、分析対象となった週は、「自殺」と「死」が232
出y，2010; Sueki， 20日を参照)。また、これらに加え、 週、「うつ」と「死にたいjが230週、「自殺方法」が87
一般的な傾向を把握するために全世界における英語での 週となった。
検索についてもその動向を検討することとした。
方法
データ収集(アメリカ)
アメリカにお砂る自殺関連語の検索ボリュームは、地
域をアメリカ、対象期間を2004年1月から 2009年12月
調査対象期聞は2004年から 2009年である。これは、検 とし、 rsuicideJ r depressionJ r commit suicideJ r deathJ 
索エンジンの利用状況のデータを提供している Google rhow to suicideJの5つの語についての全ての日の相
Insights for Search (以下、 GISと略)のデータ提供期 対的検索度数のデータを収集した。調査対象とした5つ
聞を考慮して決定した。自殺関連語の検索状況に関する の検索用語は、自殺関連語の検索ボリュームの大きいも
デー タは、 GISを利用して収集した。 GISとは世界中の のの中から日本語におけるデータ収集で対象とした検索
Googleドメインで行われたウェプ検索を分析し、検索さ 語に対応すると考えられたものである。
れた語句やフレーズの検索ボリュームを出力できるサー アメリカのデータでは、 5つ全ての検索語について対
ピスである。このサービスでは、一定の検索ボリューム 象となった2004年から 2009年の313週の結果が出力さ
がないと結果が出力きれない、短期間に同一ユーザーが れた。これらのデータを基に各検索語の平均及び標準偏
行った検索結果は除外されるなどデータの妥当性を担保 差を算出し、:t3標準偏差以上平均から離れた値を外れ
するための工夫がなされている。また、 GISでは指定し 値として除外した。さらに、ここから曜日の影響を検討
た期間・地域におげる特定の検索語の検索頻度が、最も するために一日以上公休日がある週も分析から除いた。
検索回数の多い時期の検索数が100になるよう変換され アメリカの公休日は州によって異なるため、ここでは連
て出力される。検索データをGISから収集したのは、 邦政府が設定した 10の公休日を含む週を分析から除い
Googleが世界で最もよく利用される検索エンジンだか た。 10の公休日とは、 NewYear's Day (1月1日)、
らである。 MartinLuther King Bi吋lday(1月の第3月曜日)、
President's Day( 2月の第3月曜日)、MemorialDay ( 5 
注1)本研究で利用したGoogleInsight for Searchでは検索回数ではなく、指定した期間・地域における特定の検索用語の相対的検
索頻度が最高値が10になるよう正規化されて出力される。そのため、以下では「検察回数Jではなく「検索ボリュー ム」という用語
を用いる。
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月の最終月曜日)、IndependenceDay ( 7月4日)、Labor
Day (9月の第1月曜日)、 ColumbusDay (10月の第2
月曜日)、 Veteran'sDay (11月11日)、 Thanksgiving
Day (11月の第4木曜日)、 ChristmasDay (12月25日)
である。その結果、分析対象となった週は、 1suicideJが
241週、 1depressionJが247週、 1commit suicideJが242
週、 1deathJが246週、 Ihowto suicideJが235週となっ
た。
データ収集(全世界)
全世界における自殺関連語の検索ボリュームは、地域
を全世界、対象期間を 2004年 1月から 2009年12月と
し、 1suicideJ 1 depressionJ 1 commit suicideJ 1 d白血」
Ihow to suicideJの5つの語についての全ての日の相
対的検索度数のデータを収集した。調査対象とした 5つ
の検索用語は、自殺関連語の検索ボリュームの大きいも
のの中から日本語におけるデータ収集で対象とした検索
語に対応すると考えられたものである。これらのデータ
を基に各検索語の平均及び標準偏差を算出し、:t3標準
偏差以上平均から離れた値を外れ値として除外した。複
数の固から検索されているデータなので、公休日に関す
る処理は行わなかった。その結果、分析対象となった週
は、1suicideJが292週、1depressionJが306週、 Icommit
suicideJが289週、 IdeathJが295週、 Ihowto suicideJ 
が291週となった。
データ分析
データの分析は、それぞれの検索語について曜日(対
象者内)を独立変数、検索ボリュームを従属変数とした
一要因の分散分析を行った。この際、曜日については
2004年1月4日(日)から 7日ごとに区切った上で、対
象者内要因と見なした。検索ボリュームに大きな影響を
与える要因としてはインターネット普及率とニュースバ
リューの高い事件の生起があると考えられるが、対象者
間要因として分析した場合には、 2004年のデータ収集
時点から時聞が経過するにつれてインターネット利用率
が増加し検索ボリューム自体が増加していくため、 2009
見たところ、「うつ」を除く 4つの検索語 (1自殺J1死に
たいJ1死J1自殺方法J)において日曜日の検索ボリュー
ムが最も大きく、その次が土曜日となっており、平日の
検索ボリュームは休日にくらべて少なくなっていた。
Bonferroni法による下位検定においてもこの傾向は支
持されていた。ただし、日曜日と土曜日の検索ボリュー
ムの聞に統計的有意差が見られたのは、「死」のみであり、
その他の 3つの検索語において有意差は見られなかっ
た。また、平日の聞に検索ボリュームの有意差はなく、
月曜日の検索ボリュームは他の平日と変わらなかった。
「うつjは上述の4つの検索語とは違う傾向を見せた。
「うつ」の検索ボリュームは、月寝日が最も大きく、土
曜日が最も小さかった。 Bonferroni法による下位検定に
おいても、月曜日は他の全ての曜日に比べて有意に大き
く、土曜日は他の全ての曜日に比べて有意に小さかった。
アメリカの結果
分析の結果、全ての検索語における曜日の主効果は有
意であった (Table.2参照)。曜日毎の検索ボリュームを
見たところ、 1depressionJを除く 4つの検索語 (1sui-
cideJ 1 commit suicideJ 1 deathJ Ihow to suicideJ)に
おいて日曜日の検索ボリュームが最も大きく、 3つの検
索語 (1suicideJ 1 commit suicideJ Ihow to suicideJ) 
において土曜日が2番目に大きな検索ボリュームを示し
ていた。 Bonferroni法による下位検定において土曜日と
日曜日の差が見られたのは、 1suicideJ 1 commit suicideJ 
Id白血」であった。平日の検索ボリュームは休日、特に
日曜にくらべて少なくなっており、月曜日の検索ボ
リュームは rdeathJにおける金曜日を除けばどの検索語
においても他の平日と変わらなかった。
「うつJは日本の結果と同様、上述の4つの検索語とは
違う傾向を見せた。「うつJの検索ボリュームは、月曜日
が最も大きく、土曜日が最も小さかった。 Bonferroni法
による下位検定においても、月曜日は他の全ての曜日に
比べて有意に大きく、土曜日は他の全ての曜日に比べて
有意に小さかった。
年に近い時点のデータの影響が強くなってしまう。その 全世界の結果
ため、上述の処置をとることとした。 分析の結果、全ての検索語におりる曜日の主効果は有
意であった (Table.3参照)。曜日毎の検索ボリュームを
結果 見たところ、「うつJを除く 4つの検索語 (rsuicideJ 
r commit suicideJ r deathJ rhow to suicideJ)におい
日本の結果 て日曜日の検索ボリュームが最も大きしその次が土曜
分析の結果、全ての検索語における曜日の主効果は有 日となっており、平日の検索ボリュームは休日にくらべ
意であった (Table.1参照)。曜日毎の検索ボリュームを て少なくなっていた。 Bonferroni法による下位検定にお
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Means and SDs of search volume of each term， with the results of ANOV A (J apan) 
多重比較(ボンフエローニ法)検索
ボリューム
M SD 
Table.1 
日土
* 
金
??????
木
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
水
n.s. 
n.s. 
n.s. 
火
n.s. 
n.s. 
n.s. 
F~直
11.0 2.3 
2.4 
2.3 
2.6 
2.4 
2.2 
2.7 
7.0 
7.0 
7.1 
7.2 
6.8 
7.5 
8.0 
日曜
???????
自
殺
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
* 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
ホホ*158.3 6.7 
5.9 
5.9 
5.5 
5.5 
5.2 
6.1 
28.7 
27.1 
27.2 
26.8 
24.8 
22.0 
26.8 
???????
う
つ
司匙
n.s. 
事
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 18.2 1.5 
1.4 
1.5 
1.6 
1.6 
1.9 
1.8 
3.4 
3.2 
3.4 
3.3 
3.2 
3.8 
4.2 
???????
????
n.s. 
n.s. 
悦.s
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. ..ホ127.1 2.3 
2.5 
2.4 
2.5 
2.4 
2.8 
2.8 
16.6 
16.6 
16.4 
16.5 
16.6 
18.8 
19.6 
???????
死
n.s. 
傘
n.s. 
本
? ?
?
?
n.s. 
n.s. 
n.s. 
η.s 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. キ**21.3 3.2 
2.8 
2.7 
2.5 
2.7 
3.6 
3.1 
4.3 
3.8 
4.1 
4.2 
4.2 
5.0 
5.1 
???????
????
n.s. 
n.s. 
η.s 
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*ρ< .05， **ρ< .01， ***P< .001 
Means and SDs of search volume of each term， with the results of ANOV A (The Unit疋dStates) 
多重比較(ボンフエローニ法)
Table.2 
検索
ボリューム
M SD 
曜
日 F11直
日
?
? ?
?? ? ?
土
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
事
金
n.s. 
n.s. 
n.s. 
キ
木
n.s. 
n.s 
n.s 
水
n.s. 
n.s. 
火
n.s. *** 36.6 5.1 
4.7 
4.8 
5.0 
4.6 
4.2 
4.8 
27.7 
27.5 
27.7 
27.8 
27.0 
28.2 
30.1 
???????
n.s. 
*場幹事394.9 11.6 
11. 7 
11.8 
11.7 
10.5 
6.7 
9.3 
51.8 
51.0 
50.6 
49.3 
44.6 
38.4 
46.7 
???????
?
?
??
????
宅島
魯
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. *ホネ14.9 5.6 
5.6 
5.7 
5.5 
5.5 
6.0 
6.7 
21.3 
21.2 
21.5 
21.4 
21.0 
24.6 
26.5 
???????
? ? 】 ?
?
? ? ?
?? ?
4惨
n.s. 
n.s 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. .材陣70.0 3.8 
3.7 
3.7 
3.8 
3.5 
2.9 
3.3 
28.9 
28.6 
28.6 
28.4 
27.4 
27.7 
30.6 
???????
?
??
?
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 
n.s. 本容*94.8 7.1 
7.9 
6.8 
7.3 
7.8 
9.8 
10.1 
34.7 
34.9 
33.8 
33.5 
33.8 
42.1 
43.8 
???????
??
?
? ? ?
?
』?
?
n.s. 
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*ρ< .05， **ρ< .01， ...ρ< .001 
Means and SDs of search volume of each teロn，with the results of ANOV A (Entire world) 
多重比較(ポンフエローニ法)検索
ボリューム
M SD 
Table.3 
曜
日
日
n.s. 
n.s. 
n.s. 
牟
土
n.s. 
n.s 
* 
n.s. 
金
n.s. 
n.s. 
n.s. 
木
n.s. 
n.s. 
水
n.s. 
火
F値
54.2 6.3 
6.3 
6.2 
6.0 
6.2 
6.1 
6.9 
33.7 
33.8 
34.0 
33.7 
33.3 
34.4 
36.5 
???????
?
】? ?
? ?
傘
* 
n.s. .* 477.8 12.5 
12.5 
12.3 
12.2 
11.0 
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本ρ<.05， **ρ< .01， **ホp<.001 
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注)検索ボリュームは、各検索語内での変化を表すものであり、検索語聞の検索ボリュームの差に意味はない。例え
ば、「うつ」と「自殺jでは「うつJの方が検索ボリュームが多く見えるが、これは「うつ」の検索ボリュームが「自
殺」のそれよりも多いことを意味しない
The United States Japan 
一週間の自殺関連語の検索ボリュームの変化の比較
Miyake， Okamoto， et al.， 2000)、自殺という行動レベ
Jレの話ではなく気分や感情といったレベルにおいては、
well-beingは日曜日が最も低下するとする研究がある
(Clark & Watson， 1988)。この現象はSundayNeuro-
sisと呼ばれ、翌日からまた新たな週が始まることを憂う
ために生じるとされる (Clark& Watson， 1988)。これ
らの研究結果を統合すると、日曜日に気分が抑うつ的に
なった者が自殺に関する検索を行い、その結果として月
曜日には自殺者数が増加するといった連鎖が生じる可能
性があると考えられる。ただし、新たな週が始まること
を憂うために日曜日に抑うつ的になり自殺関連語の検索
数が増加するという解釈では、土曜に自殺関連語の検索
数が多いことの説明が難しいと考えられる。
これらの結果は、休日は平日に比べて暇な時間が多い
ために検索ボリュームそのものが増加しており、そのた
めに自殺関連語の検索ボリュームが増えるとも解釈可能
である。しかし、日本における 2006年時点でのインター
ネットの利用時間に関する調査では、平日における一日
の利用時間の平均が27分であるのに対し、土曜は21分、
日曜は 17分であり、休日よりも平日の方が利用時聞が長
いことが明らかになっている(総務省， 2007)。もちろん、
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いてもこの傾向は支持されていた。日曜日と土曜日の検
索ボリュームの聞にも全ての検索語において統計的有意
差が見られた。平日の聞に検索ボリュームの顕著な差は
なく、月曜日の検索ボリュームは他の平日と変わらな
かった。ただし、金曜日については、 idea出jと ihow
to suicideJにおいて他の平日よりも有意に低い検索ボ
リュームを示した。
「うつ」は日本及びアメリカと同様、上述の 4つの検索
語とは違う傾向を見せた。「うつ」の検索ボリュームは、
月曜日が最も大きく、土曜日が最も小さかった。 Bonfer-
roni法による下位検定においても、月曜日は火曜日以外
の他の全ての曜日に比べて有意に大きく、土曜日は他の
全ての曜日に比べて有意に小さかった。
Figure.1 
「うつ (depression)J以外について
本研究の結果から、「うつ」を除いた自殺に関する検索
語の検索ボリュームは週末に増加すること、特に日曜日
に多くなることが示唆された。これまで既遂自殺者数は
月曜日に多いことが明らかになっているが (e.g.Nishi， 
考察
平日のインターネット利用と休日のインターネット利用 示された。ここから、こうした検索傾向は欧米の英語圏
とではその目的が違う可能性があるため、こうした調査 及び日本において共通のものである可能性があると考え
が必ずしも休日は平日よりも検索ボリュームそのものが られる。
多いために本研究のような結果が生じたという解釈を完
全に否定することにはつながらない。今後は、こうした 限界と課題
点を明らかにするためにインターネット利用量や検索ボ 最後に、本研究の限界と課題を三点述べる。第ーに、
リュームそのものに対する曜日の影響も合わせて検討し 本研究は、 2004から 2009年までの時期における日本語
ていく必要があると考えられる。 と英語の検索を対象として実施したものである。従属変
数としては検索ボリュームの大きさを勘案してそれぞれ
「うつ (depression)Jについて 5つの自殺関連語のみを抽出している。今後は、スペイ
「うつ(depression)Jの検索ボリュームはそれ以外の検 ン語・中国語・アラビア語などの利用者の多い言語にお
索語とは異なり、本調査で対象とした全ての国・言語に げる自殺関連語の検索を対象とし、より多様な検索語に
おける検索において月曜日が最も多く、土曜日が最も少 ついて検討することで、自殺に関する検索行動の普遍性
ないという特徴を示した。これは、先行研究において示 を明らかにすることができると考えられる。第二に、「う
されている既遂自殺の曜日ごとの変化と同じである つ (depression)Jについては、既遂自殺との強い類似性
(Massing & Angermeyer， 1985)。また、検索ボリュー が示唆されたが、曜日以外の時間的推移の特徴は明らか
ムの多い代表的な自殺関連語と自殺率の月別データを用 になっていなし」今後は、季節性や時刻といった自殺と
いて相関関係を検討しだ Sueki(2011)は、「うつ」とい 関連が指摘されている点についても検討することで、そ
う検索語が最も強い相関を示すことを指摘している。以 の特徴を明らかにすることができると考えられる。第三
上のように、これまでの調査では「うつ (depression)J に、本研究で扱った各自殺関連語は、利用者がどのよう
が自殺率と類似の時間的推移を見せることが明らかに 心理状態の際にどのような意図を持って検索をしている
なっているが、その理由については不明である。考えら のかという点が不明確である。このような点を明らかに
れる仮説としては、抑うつ的な状態にある者が「うつ」 することは、各検索語を利用する者の自殺の危険性に関
という検索語を検索し、その結果として表示されたホー するアセスメントの実施に寄与し、検索連動型広告を介
ムページを閲覧することによってメンタlレヘルスに悪影 してそれぞれの状態に応じた援助先へと誘導することを
響を受け、自殺に至るとするものである。しかしながら、 可能にすると考えられる。以上のような取り組みを継続
「うつJという検索語の検索ボリュームと自殺率の聞の していくことで、インターネットを利用した自殺予防は
時差相関を検討した Sueki(2011)はその因果関係につい より効果的に機能することができると考えられる。
て、自殺が起こることによってニュース等により自殺へ (指導教員 下山晴彦教授)
の社会的関心が高まりその結果として検索ボリュームが
増えるのであり、その逆ではないことを指摘している。 引用文献
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